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平成 27年より「川崎病性冠動脈瘤」が
小児慢性特定疾病医療費助成制度の対象に



　

医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
日
本
人
は
健
康
に
な
り
、「
平
均
寿
命
男
女
世
界
一
を

こ
れ
か
ら
も
維
持
し
て
い
け
る
」
と
、
皆
様
の
多
く
は
信
じ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

で
も
、
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

　

確
か
に
日
本
の
医
療
技
術
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
ま
た
、
国
民

皆
保
険
に
よ
り
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
」
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
度
な
医
療
を
支
え
る
た
め
に
か
か
る

医
療
費
は
年
々
増
え
続
け
、
私
た
ち
に
保
険
料
や
税
金
の
値
上
げ
と
い
う
形
で
跳

ね
返
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
ま
か
な
え
ず
に
、
赤
字
国
債
と
い
う
次
世
代
へ
の

つ
け
回
し
も
際
限
な
く
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
の
や
り
方
で
、
将
来

も
継
続
的
に
私
た
ち
の
健
康
を
支
え
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
「
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
ヘ
ル
ス
」と
い
う
新
し
い
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ

ヘ
イ
ビ
ア
ヘ
ル
ス
と
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
病
院
に
か
か
る
前
に
、
自
分
自
身
の
日
々

の
生
活
に
お
け
る
行
動
パ
タ
ー
ン
を
変
え
、
病
気
の
発
生
を
予
防
し
、
健
康
を
維

持
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
日
本
語
に
訳
す
と
「
行
動
健
康
科
学
」
で
し
ょ
う

か
。
現
代
人
を
悩
ま
し
続
け
る
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
、
高
血
圧
症
、
脳
卒
中
や

心
筋
梗
塞
な
ど
、
そ
の
主
な
原
因
は
運
動
不
足
と
偏
っ
た
食
生
活
に
よ
る
肥
満
で

す
。
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
と
運
動
を
き
ち
ん
と
行
う
事
が
で
き
れ
ば
、
そ

れ
ら
の
病
気
の
発
生
も
減
り
、病
院
に
か
か
ら
な
く
て
も
健
康
を
維
持
で
き
ま
す
。

薬
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
自
身
の
行
動
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
気
と
闘
う
。

運
動
、
食
生
活
、
禁
煙
と
い
う
行
動
変
容
は
無
料
で
、
薬
以
上
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
医
療
が
将
来
の
医
療
の
中
心
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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■ 腎臓のもつ役割

■ CKD（慢性腎臓病）と透析患者数の増加

　腎臓は、生命維持のために様々な働きをしている重要な臓器です。

　CKD とは、「慢性腎臓病」の英語名“Chronic Kidney Disease”の頭文字をとった呼び名で
す。CKD を放っておくと腎不全へと進行します。
　慢性腎不全による透析患者の数は増加を続け、2014年12月には32万人に達しています。

■ CKD（慢性腎臓病）が重症化すると？
　CKD（慢性腎臓病）が重症化すると、慢性腎不全＊に至ります。 慢性腎不全に至ると回復の見
込みはありません。
　一方、急激に腎機能が低下した状態（急性腎障害＊:AKI）では、原因によっては回復することが
期待されます。
　また、急性腎障害から慢性腎臓病へ進行するケースもあります。

＊慢性腎不全
　原因は、糖尿病性腎症・慢性糸球体腎炎・腎硬化症・多発性嚢胞腎・慢性腎盂腎炎など。
　新規透析導入患者原疾患（元々ある病気）の40% 以上を糖尿病性腎症が占めてお
り、残念ながら、回復はしません。

＊急性腎障害
　重篤な感染症、脱水、薬剤（抗菌薬・消炎鎮痛薬・造影剤・抗腫瘍薬など）が主な原
因です。 ビタミンD の内服による高カルシウム血症にも注意を要します。
　急性腎障害については、原因により改善できるものもあります。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
「
慢
性
腎
臓
病
」
と
は
一
つ
の
病
気
の

名
前
で
は
な
く
、
腎
臓
の
働
き
が
徐
々
に
低
下
し

て
い
く
全
て
の
腎
臓
病
の
総
称
で
す
。

　

耳
な
れ
な
い
名
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
や

日
本
人
（
成
人
）
の
8
人
に
1
人
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
新
た
な
国
民
病
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。　

　

初
期
症
状
が
ほ
と
ん
ど
無
い
た
め
、
気
づ
い

た
時
に
は
透
析
治
療
が
必
要
な
ほ
ど
悪
化
し
て

い
る
こ
と
も
多
い
Ｃ
Ｋ
Ｄ
。
予
防
す
る
た
め
に
、

ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
!

▼	

そ
も
そ
も
腎
臓
っ
て
、
ど
ん
な
臓
器
? 

　

腎
臓
は
、
背
中
側
の
腰
の
少
し
上
に
左
右
1
つ

ず
つ
あ
る
、
握
り
こ
ぶ
し
大
の
臓
器
で
す
。

　

腎
臓
の
最
も
重
要
な
働
き
は
、
老
廃
物
を
ろ
過

し
て
尿
と
し
て
排
泄
し
、
血
液
を
き
れ
い
な
状
態

に
保
つ
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、
血
圧
や
体
液
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

た
り
、
赤
血
球
を
作
る
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す
る
な

ど
、
私
た
ち
の
体
を
正
常
に
保
つ
た
め
に
欠
か
せ

な
い
様
々
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
 

腎臓の働き
老廃物をろ過して排泄

血圧の調節
赤血球をつくるホルモンの分泌
体液量やイオンバランスの調節 

ビタミンD を活性化し、強い骨をつくる

こんな症状を発症
尿毒症（食欲低下、嘔吐、意識障害）

高血圧
貧血

むくみ、疲れ、めまい
低カルシウム血症、骨の量・質の低下

その機能が
低下すると

1



■ CKD の原因

■ CKD が進行すると現れる症状

夜尿症 むくみ 貧　血 倦怠感 息切れ

▼	

初
期
症
状
の
無
さ
が
怖
い
Ｃ
Ｋ
Ｄ

　

腎
臓
の
働
き
が
低
下
す
る
と
、
体
内
に
老
廃
物

や
毒
素
が
た
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
初
期
の
う
ち
は
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
始
め
ら
れ
る
方
が
少
な
い
点
が
大
き
な
問

題
で
す
。

　

気
づ
か
な
い
ま
ま
何
年
も
放
置
し
、
腎
機
能
が

極
端
に
低
下
し
て
く
る
と
、
尿
毒
症
の
症
状
（
貧

血
、
頭
痛
、
吐
き
気
、
め
ま
い
、
し
び
れ
、
視
力

低
下
、
不
整
脈
、
意
識
障
害
な
ど
）
や
足
の
む
く

み
が
現
れ
始
め
ま
す
。

　

症
状
が
現
れ
た
時
に
は
、
病
気
が
か
な
り
進
行

し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
腎
臓
の
機
能
を
果
た
せ

な
い
「
腎
不
全
」
の
末
期
の
状
態
に
至
る
と
、
人

工
透
析
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
Ｃ
Ｋ

Ｄ
の
患
者
さ
ん
は
、
人
工
透
析
患
者
の
予
備
軍
で

あ
る
わ
け
で
す
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
透
析
が
必
要
な
ほ
ど
悪
化
し

て
し
ま
っ
た
腎
臓
を
元
の
状
態
に
回
復
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
て
わ
が
国
で
は
、
毎
年
新
た
に
3
万

人
以
上
も
の
患
者
さ
ん
が
、
腎
不
全
の
た
め
に

透
析
や
腎
移
植
が
必
要
な
状
態
に
陥
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
な
る
と
、
脳
卒
中
や
心
筋

梗
塞
な
ど
の
心
血
管
疾
患
を
発
症
す
る
危
険
性

が
極
め
て
高
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

　CKD は、いわゆる生活習慣病と呼
ばれるメタボリックシンドローム、高血
圧、糖尿病、高尿酸血症などから発症
することが多く、体調管理が悪いと重
症化していきます。
　また、喫煙や塩分の過剰摂取、過
度の飲酒、鎮痛薬などの多用、生活
習慣や不適切な薬剤の使用もCKD の
発症と重症化につながります。

CKD

透　析

〈
主
な
危
険
因
子
〉

高血圧 糖尿病 脂質異常症

肥　満 喫　煙 多量飲酒

D
IgA腎

症

C

慢性糸球体腎炎

DD
多発性嚢胞腎

CC
糖尿病

性腎症

※これら以外にも、
さまざまな疾患
が CKD の原因と
なりえます。

狭心症や心筋梗塞、
脳梗塞発症リスクが高くなる！

〈
原
疾
患
〉 C

K
D
が
進
行
す
る
と
…

これらの症 状を自覚した
時にはかなり進行している
場合が多いところが、CKD
の怖いところです。

さまざまな疾患が
CDK の原因となり
えるので注意する

ピッ！
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■ CKD のステージ ( 病期 ) と治療法

し
た
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
健
康
を
脅
か
す
深
刻
な
疾
患

と
し
て
、
対
策
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

▼	

検
査
、
予
防
、
進
行
を
抑
え
る
方
法
は
? 

　

か
な
り
進
行
し
て
か
ら
で
な
い
と
自
覚
症
状

が
現
れ
な
い
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
体
調
の
変
化
を
気
に

し
て
い
る
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
早
期
発
見
で

き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
大
切
な
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
定
期
的

な
健
康
診
断
で
す
。

　

血
液
を
ろ
過
し
て
き
れ
い
に
す
る
と
い
う
腎

臓
の
機
能
が
低
下
す
る
と
、
尿
に
タ
ン
パ
ク
が
漏

れ
出
し
、
血
液
中
に
は
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
と
い
う
老

廃
物
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

検
査
で
は
、
採
尿
に
よ
り
尿
中
の
タ
ン
パ
ク
の

有
無
・
程
度
を
調
べ
、
採
血
に
よ
り
血
液
中
の
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
の
値
を
調
べ
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の

有
無
や
進
行
度
が
わ
か
り
ま
す
。

　

特
に
タ
ン
パ
ク
尿
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
方
は
要
注
意
で
す
の
で
、
甘
く
考
え
た
り
せ

ず
、
病
院
で
詳
し
い
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

一
方
、
生
活
習
慣
の
改
善
や
早
期
か
ら
適
切
な

治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
へ
の
進
展
を
防

い
だ
り
、
悪
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は

可
能
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
肥
満
の
解
消
に
努
め
、
適
正

体
重
を
維
持
す
る
こ
と
、
減
塩
、
規
則
正
し
い

食
事
、
適
度
な
運
動
、
禁
煙
や
節
酒
な
ど
が
挙

　CKD では、ステージや合併症の有無など、患者さんの状態に合わせた治療とケアが
必要です。 下の図は重症度を示したものですが、潜在患者を含め最も患者数が多いのが
G3a です。 腎機能が中等度に低下したG3a でも自覚症状は、ほとんどみられないこと
もありますが、夜間頻尿、血圧上昇、貧血といった症状が出てくることもあります。 この
ステージに至ったら、一般医から腎臓専門医への橋渡しが必要と言われています。

G1 血液検査では異常がなく自覚症状もありませんが、症状が進行する可能性があるので、身体的、精神的ストレス
は避け、食事内容をチェック。

G2 自覚症状が無くても、検査では異常所見を示しはじめたり夜間尿量が増えることもある。血圧管理をしっかりして、
食塩・たんぱく質の摂り方にも注意が必要。

G3 血液検査で明らかな異常値を示し、自覚症状は夜間頻尿程度で、ほとんどないことが多い。食塩・たんぱく質の
摂取制限や人によってはカリウム制限が必要になる。

G4 腎臓は萎縮し小さくなっていく。血液検査ではかなり異常を示し、貧血がすすみ、各種電解質異常も認めるよう
になるが、自覚症状はないこともままある。尿毒症症状がひどくなってくれば透析導入を考える。

G5 （尿毒症がある場合）透析療法導入、腎移植。

遅くても、G3a で受
診 して 欲 し い の で
す！
治 療 が 遅 くな る ほ
ど、透析が近くなっ
てしまいます。

CKDの重症度分類

原疾患 蛋白尿区分 A1 A2 A3

糖尿病 尿アルブミン定量（mg/日）
尿アルブミン/Cr 比（mg/gCr)

正常 微量アルブミン尿 顕性アルブミン尿
30未満 30~299 300以上

高血圧・腎炎・多
発性嚢胞腎・移植
腎・不明・その他

尿蛋白定量（g/日）
尿蛋白/Cr比（g/gCr)

正常 軽度蛋白尿 高度蛋白尿

0.15未満 0.15~0.49 0.50以上

GFR 区分
(mL / 分
/1.73㎡）

G1 正常または高値 ≧90
G2 正常または軽度低下 60~89
G3a 軽度~中等度低下 45~59
G3b 中等度~高度低下 30~44
G4 高度低下 15~29
G5 末期腎不全（ESKD) <15

重症度は原疾患・GFR 区分・蛋白尿区分を合わせたステージにより評価する。CKD の重症度は死亡、末期腎不全、心血管死亡発症のリスクを
■のステージを基準に、■、■、■の順にステージが上昇するほどリスクは上昇する。（CKD 診療ガイド 2012, KDIGO CKD guideline 2012 を
日本人用に改変）

絶対に手
遅れにな
らないよ
うにする

ピッ！
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■ CKD の発症や重症化の予防のためにできること

■家庭でも血圧と尿タンパクのチェックを

●	減塩に努める。　
	 ※塩分の摂り過ぎは腎臓に負担をかけ、血圧が高くなります。

●	禁煙、節酒する。
●	肥満を解消し、適正体重を維持する。
●	適度な運動を心がける。
	 ※激しい運動は逆効果となる場合があるため注意が必要です。

●	水分を十分にとる。
	 ※ステージ（病期）や個人の状態によっては水分制限を必要とする場合がある。

●	過労をさけ、リラックスできる時間を設ける。
●	薬やサプリメントを必要以上に服用しないようにする。
※	手軽に入手できるサプリメントは、組合せによって腎臓に悪影響を与えることがあるため、使用する時は必ず医師や薬剤師に相談
しましょう。

●	血圧を測定し、記録する。 ※高血圧とCKDは互いに悪影響を及ぼし合います。
●	特定健診・職域健診・人間ドックなどを受けて、生活習慣病やCKDの早期発見に努める。
●	生活習慣病やCKDと診断されたら、しっかり治療する。※特に糖尿病がある人は放置しない。

　CKD の予防には、血圧の管理と尿検査が重要です。家庭用の血圧
計や、尿にタンパクが出ているかどうかを簡単に調べられる尿試験紙
も市販されていますので、ふだんからまめに血圧をチェックし、定期的
に尿検査をすることをお勧めします。

げ
ら
れ
ま
す
。

　

治
療
で
は
、
そ
れ
ら
生
活
習
慣
の
改
善
を
中

心
と
し
な
が
ら
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
原
因
や
進
行
度
に

応
じ
て
、
薬
物
治
療
に
よ
る
血
圧
管
理
、
貧
血

改
善
、
脂
質
代
謝
管
理
、
糖
代
謝
管
理
、
塩
分

摂
取
制
限
な
ど
を
総
合
的
に
行
い
ま
す
。

　

薬
物
治
療
を
受
け
る
際
に
は
、
処
方
さ
れ
た

薬
の
役
割
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
、
指
示
ど
お

り
に
服
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
治
療
の
鍵
は
、
患
者
さ
ん
が
そ
の
意

味
と
必
要
性
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
日
々
の
生
活
習
慣
が
病
気
の
進
行
を
左
右

す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
ま
ず
は
自
分
で
で
き
る

生
活
改
善
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

早期発見・早期治
療が大事だピッ！

健康診断で「要再検査・要精
密検査」と診断されたら、自
己判断や放置をせず、必ず
医療機関で詳しい検査を受
けてください。

禁煙、肥満の解消、
減塩は、特に大事

です！

今日から腎臓
に優しい生活
を始めるんだ

ピッ！

気になる人は
やってみる

ピッ！

簡単な方法で
検査ができます。

■減塩食の工夫
●	全部薄味では物足りないので、１食の中に１品だけいつ
もの味付けにして、他は無塩もしくは減塩調理に。

●	だしをきかせ、旨味をひきたたせて塩分を抑える。
●	酢で調味する。
●	しょうゆ、塩以外の調味料を使う。（塩1ｇ＝しょうゆ小
１・ウスターソース小２・ケチャップ大1.5・マヨネーズ大4）
調味料の塩分を知っておいてください。

4



　今回は、五感を使った運動を考えてみま

しょう。

　運動は、脳を活性化させます。じっと座っ

て考えるよりも、歩きながら考えた方が脳

が活性化することは、「哲学の道」＊を西田

幾多郎らが思案しながら歩いたことでもわ

かります。

　ある春の日は草花の匂いを嗅ぎ、ウグイ

スの鳴き声に耳を澄ませ、新緑が美しい季

節は目で青葉を眺め、初秋には七輪で焼

いた秋刀魚の匂いに食欲をそそられ、四

季を五感で感じながら散策することで、脳

に色々な刺激が加わり、思わぬアイデアも

浮かびます。

　脳ばかりではありません。五感を使った

運動は、身体も活性化します。

　はじめに、みなさん歩いてみてくださ

い。ただもくもくとひたすら歩いてください。

だんだん身体が温まり、脈が速くなって心

臓がドキドキすると思います。この鼓動を

ぜひ感じてみてください。鼓動を感じるく

らいになると、体温が上がり少し汗が出て

くると思います。少し汗をかくことが「気持

ちいい」と感じるはずです。

　次に、となりのトトロの「さんぽ」という

曲を歌いながら、歩いてみましょう。声を

出して歌いながら歩くと、どうですか？　身

体が弾みませんか？

　そうです。 好きな歌を歌いながら歩い

た方が、身体が活性化するのです。 踊り

やダンスも同様です。音楽無しで踊るのと、

音楽ありで踊るのとでは身体のノリが全く

違うと思います。

　このように目・耳・鼻・口・皮膚等から、

さまざまな情報を五感でとらえて脳に伝え

た方が、神経も瞬時に反応し身体を動か

す事ができるのです。

　その結果、いつまでも若 し々い身体と気

持ちでいられるのです。

　さあ、五感を全部使った運動で、10歳で

も20歳でも若返りませんか。

＊	西田幾多郎「哲学の道」：日本を代表する哲学者西田幾多
郎らが、思案をめぐらせながら歩いた京都の小道のこと。

五感を使って運動しましょう

千葉県医師会
健康スポーツ医学研究委員会

中
なかむら

村 眞
ま さ と

人 医師
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患者数が急増する「川崎病」
早期治療で、冠動脈瘤の発症を防げ！

　
川
崎
病
は
、
1
9
6
7
年
に
日
本
人
の
川
崎
富

作
医
師
が
発
見
し
た
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
小

児
の
病
気
で
す
。原
因
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、

患
者
数
は
増
加
を
続
け
、
昨
年
発
表
さ
れ
た
年
間

患
者
数
は
史
上
最
高
と
な
り
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
京
女
子
医
科
大
学
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
の

濱
田
洋
通
医
師
に
、
詳
し
い
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

▼ 

川
崎
病
の
症
状

　

川
崎
病
は
、
1
歳
か
ら
4
歳
の
子
ど
も
に
多

い
急
性
の
血
管
炎
で
す
。

　

少
子
化
に
も
関
わ
ら
ず
患
者
数
は
年
々
増
加

し
続
け
、
2
0
1
4
年
に
は
過
去
に
3
回
大
流

行
し
た
時
の
罹
患
率
を
超
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

年
間
で
は
1
万
5
0
0
0
人
を
超
え
、
割
合
で

い
う
と 
２
０
０
人
に
1
人
く
ら
い
の
子
ど
も
が

罹
患
し
て
い
ま
す
。
男
女
比
で
は
、
1.4
倍
ほ
ど

男
子
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

主
な
症
状
と
し
て
は
、

❶	

5
日
以
上
続
く
発
熱
（
38
度
以
上
）

❷	

発
疹
（
写
真
①
）

❸	

両
方
の
目
が
赤
く
な
る（
両
側
眼
球
結
膜
充
血
）

（
写
真
②
）

❹	

唇
が
赤
く
な
っ
た
り
、
い
ち
ご
舌
が
み
ら
れ
る

（
写
真
③
）

❺	

病
気
の
初
期
に
手
足
が
は
れ
た
り
、
手
の
ひ

東京女子医科大学
八千代医療センター

小児科長

濱
は ま だ

田 洋
ひろみち

通 医師

千 葉 県 の 医 療 情 報

写真②
眼球結膜充血

写真③
唇の紅潮といちご舌

写真①
発疹

写真⑤
手足の指先の皮膚むけ

（回復期）

写真⑥
首のリンパ節のはれ

写真⑦
BCG接種部位の発赤

写真④
手の紅斑

出典： 日本川崎病学会「症例写真」

平成27年より「川崎病性冠動脈瘤」が
小児慢性特定疾病医療費助成制度の対象に

ら
や
足
底
が
赤
く
な
っ
た
り
す
る
（
写
真
④
）

	

熱
が
下
が
っ
て
か
ら
、
手
足
の
指
先
か
ら
皮
膚

が
む
け
る
膜ま

く
よ
う
ら
く
せ
つ

様
落
屑
が
あ
る（
写
真
⑤
）

❻	

片
側
の
首
の
リ
ン
パ
節
が
は
れ
る（
写
真
⑥
）

　

こ
れ
ら
6
つ
の
症
状
の
う
ち
5
つ
以
上
の
症
状

を
伴
う
と
川
崎
病
と
診
断
さ
れ
ま
す
（
5
つ
以
上

揃
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
痕
が
赤
く

は
れ
る
こ
と
も
あ
り
（
写
真
⑦
）、
こ
れ
ら
の
症

状
は
全
て
、
全
身
の
血
管
が
炎
症
を
起
こ
し
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
た
結
果
、
現
れ
た
も
の
で
す
。

　

発
熱
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
多
い
た
め
、「
最
初

は
た
だ
の
風
邪
か
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
様
子
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る
の
は
熱
が
出
続
け
て
9
日
目
く
ら
い
な
の
で
、

そ
れ
よ
り
前
に
炎
症
を
抑
え
る
治
療
を
始
め
、

瘤
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
川
崎
病
治

療
の
最
重
要
課
題
で
す
。

　

現
在
で
は
、
川
崎
病
だ
と
わ
か
っ
た
ら
す
ぐ
に

入
院
し
、「
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
（
ガ
ン
マ
グ
ロ
ブ
リ

ン
）」
と
い
う
血
液
製
剤
を
点
滴
で
24
時
間
投
与

す
る
の
が
初
回
の
治
療
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

ア
ス
ピ
リ
ン
と
い
う
解
熱
鎮
痛
剤
の
内
服
を
組

み
合
わ
せ
た
方
法
が
標
準
的
な
治
療
と
な
っ
て
い

ま
す
。　

▼ 

再
生
能
力
を
活
か
し
新
し
い
血
流
を

　

昔
は
、
川
崎
病
と
診
断
さ
れ
る
と
一
律
に
運
動

を
制
限
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
で
は
運
動
制
限
が

必
要
と
さ
れ
る
患
児
は
ご
く
一
部
で
す
（
運
動
制

限
の
有
無
は
冠
動
脈
瘤
の
大
き
さ
や
形
に
よ
り

ま
す
）。

　

子
ど
も
の
体
は
再
生
能
力
に
優
れ
て
い
て
、
瘤

が
で
き
て
冠
動
脈
の
血
流
が
悪
く
な
り
心
臓
の

酸
素
が
足
り
な
く
な
る
と
、
自
然
と
新
し
い
血

管
が
生
え
、
血
流
を
補
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
の
川
崎
病
治
療
で
は
、
心
臓
の
様
子
に

注
意
し
な
が
ら
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
あ
え
て

体
を
動
か
し
、
子
ど
も
の
う
ち
に
心
臓
に
血
液

を
送
る
血
管
を
た
く
さ
ん
増
や
す
、
と
い
う
意

を
み
て
い
る
う
ち
に
症
状
が
揃
っ
て
き
て
、
小
児

科
で
川
崎
病
と
診
断
さ
れ
た
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が

多
い
で
す
。

　

発
症
の
原
因
は
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
突
き
止

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
日
本
人
に
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

遺
伝
的
に
こ
の
病
気
に
か
か
り
や
す
い
体
質
を

も
っ
た
人
が
い
る
こ
と
な
ど
は
わ
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。

▼ 

最
大
の
問
題
は
冠
動
脈
瘤
の
後
遺
症

　

川
崎
病
の
主
要
症
状
自
体
は
数
週
間
か
ら
1

か
月
の
間
に
必
ず
治
ま
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
何
の
治
療
も
し
な
い
で
い
る
と
、

4
人
に
1
人
の
割
合
で
冠
動
脈
瘤
と
い
う
合
併

症
を
発
症
し
ま
す
。

　

冠
動
脈
は
心
臓
を
と
り
ま
き
血
液
を
送
り
続

け
て
い
る
重
要
な
血
管
で
す
が
、
川
崎
病
に
か

か
っ
て
全
身
の
血
管
に
炎
症
が
起
こ
る
と
、
と
り

わ
け
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
弱
く
な
っ
た
部
分
が
血
圧
に
耐
え
ら
れ
な

く
な
る
と
、腫
れ
て
瘤（
冠
動
脈
瘤
）が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
な
る
と
、
血
管
が
狭
く
な
っ
た
り
、
血
栓

（
血
の
か
た
ま
り
）
が
で
き
て
血
管
が
詰
ま
り
心

筋
梗
塞
を
起
こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
治
療

開
始
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
冠
動
脈
が
腫
れ
て
く

図
で
運
動
制
限
を
で
き
る
だ
け
控
え
め
に
し
て

い
ま
す
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
心
臓

バ
イ
パ
ス
手
術
※
が
必
要
な
状
態
に
陥
る
こ
と
を

防
ぐ
わ
け
で
す
。

▼ 

長
期
の
医
療
費
負
担
を
支
え
る
助
成
も

　

川
崎
病
は
、
専
門
医
師
に
よ
る
適
切
な
治
療

を
受
け
症
状
が
お
さ
ま
れ
ば
、
普
通
の
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
冠
動
脈
瘤
が
で
き
た
場
合
は
、
退

院
後
も
長
期
間
薬
を
服
用
し
な
が
ら
治
療
を
続

け
、
注
意
深
く
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

治
療
期
間
が
長
く
医
療
費
負
担
も
高
額
と
な

る
た
め
、
平
成
27
年
1
月
1
日
に
新
た
に
施
行

さ
れ
た
「
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
助
成
制

度
」
で
は
、「
川
崎
病
性
冠
動
脈
瘤
」
も
、
医
療
費

助
成
の
対
象
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
病
気
で
ま
ず
肝
心
な
の
は
、
症
状
を
見

逃
し
て
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
発
熱
だ
け
で
な
く
発
疹
や
目
の

充
血
な
ど
の
症
状
が
出
て
お
か
し
い
と
感
じ
た

ら
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
小
児
科
の
診
察
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

※	

心
臓
バ
イ
パ
ス
手
術
…
損
傷
し
た
心
臓
の
血
管
を
別
の
血

管
に
取
り
換
え
る
手
術
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目
を
見
張
る
ほ
ど
し
な
や
か
で
美
し
い
体
か
ら
繰
り
出
さ

れ
る
、
高
度
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
技
の
数
々
。

新
体
操
日
本
代
表
選
手
た
ち
は
「
フ
ェ
ア
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
マ
ッ
ト
の
上
を
舞
う
華
麗
な
そ
の
姿

は
ま
さ
に
妖
精
で
す
。

今
回
は
、
昨
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
・
新
体
操
個
人

総
合
に
出
場
し
た
皆
川
夏
穂
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
そ
の
強

さ
と
美
し
さ
の
秘
密
を
探
り
ま
す
。

新体操選手

皆
み な が わ

川 夏
か ほ

穂さん

新
体
操
で
極
め
る
！ 

心
・
技
・
体
の
美
し
さ▪ 

本
場
ロ
シ
ア
仕
込
み
の
美
へ
の
追
及

新
体
操
を
始
め
た
の
は
4
歳
か
ら
で
す
。
地
元
千
葉
市
の

新
体
操
ス
ク
ー
ル
で
幼
稚
園
の
友
達
が
楽
し
そ
う
に
教
わ
っ

て
い
る
の
を
見
て
、
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

小
学
校
入
学
と
同
時
に
選
手
コ
ー
ス
に
進
み
、
高
学
年
か

ら
は
夕
方
5
時
か
ら
10
時
ま
で
、
毎
日
5
時
間
以
上
練
習
。

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
で
優
勝
す
る
な
ど
の
成
績
を
お
さ
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
15
歳
の
時
の
ロ
シ
ア
留
学

で
す
。
日
本
体
操
協
会
特
別
強
化
選
手
と
し
て
ロ
シ
ア
へ
長

期
派
遣
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
、
迷
わ
ず
「
行
き
ま
す
！
」

と
お
返
事
し
ま
し
た
。

親
元
を
離
れ
る
の
も
、
海
外
生
活
も
初
め
て
の
こ
と
。
不

安
が
全
く
無
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
な

ん
と
い
っ
て
も
ロ
シ
ア
は
「
新
体
操
王
国
」。
憧
れ
の
世
界
ト
ッ

プ
選
手
た
ち
が
い
る
ロ
シ
ア
に
行
け
る
喜
び
の
方
が
は
る
か

に
大
き
か
っ
た
ん
で
す
。

と
は
い
っ
て
も
、
ロ
シ
ア
に
行
っ
た
ば
か
り
の
頃
は
、
ロ
シ

ア
人
コ
ー
チ
の
言
葉
が
全
然
わ
か
ら
ず
、
身
振
り
手
振
り
で

ア ス リ ー ト に 聞 く ！
〜スポーツとカラダづくり〜

8



意
思
疎
通
を
図
る
し
か
な
く
、
や
は
り
大
変
で
し
た
。
毎
日

8
時
間
く
ら
い
み
っ
ち
り
練
習
し
、
練
習
後
は
体
の
ケ
ア
や

ロ
シ
ア
語
の
勉
強
に
忙
し
く
、
遊
び
に
行
く
余
裕
は
全
然
な

か
っ
た
で
す
ね
。

そ
れ
で
も
、
日
本
に
帰
り
た
い
と
か
、
辛
い
か
ら
新
体
操

を
や
め
た
い
な
ど
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

い
つ
か
絶
対
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
ま

し
た
し
、
同
じ
ク
ラ
ブ
の
早
川
さ
く
ら
選
手
も
一
緒
で
、
二

人
で
支
え
合
え
た
こ
と
が
と
て
も
心
強
か
っ
た
ん
で
す
。

ロ
シ
ア
の
練
習
は
量
と
い
う
よ
り
質
が
高
く
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

バ
レ
エ
を
取
り
入
れ
た
練
習
で
、
基
礎
を
叩
き
込
ま
れ
ま
し

た
。
徹
底
し
て
美
を
追
求
す
る
ロ
シ
ア
で
基
礎
を
学
べ
た
こ

と
が
、
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

▪ 

強
く
美
し
い
体
づ
く
り
の
た
め
に

高
い
芸
術
性
が
求
め
ら
れ
る
新
体
操
で
は
、
体
形
の
美
し

さ
は
重
要
で
す
。
体
重
制
限
も
あ
り
ま
す
し
、
常
に
ベ
ス
ト

な
体
形
を
保
つ
た
め
、
体
重
は
毎
日
計
測
し
て
細
か
く
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
ま
す
。

私
は
新
体
操
選
手
の
中
で
は
太
り
や
す
い
方
な
の
で
油
断

で
き
ず
、
お
菓
子
類
は
小
学
校
時
代
か
ら
ほ
と
ん
ど
食
べ
て

い
ま
せ
ん
。
毎
日
の
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
朝
は
普
通
に
食
べ

て
、
昼
は
炭
水
化
物
を
少
な
め
に
し
て
、
夜
は
ヨ
ー
グ
ル
ト

だ
け
。
ロ
シ
ア
で
は
新
鮮
な
野
菜
が
少
な
い
の
で
苦
労
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
激
し
い
練
習
を
こ
な
す
た
め
に
、
睡
眠
は

8
時
間
は
と
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

気
を
つ
け
て
い
て
も
、
ど
う
し
て
も
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
う

こ
と
は
あ
り
ま
す
。
ケ
ガ
を
し
て
通
常
練
習
が
で
き
な
い
期

間
は
、
も
う
一
回
基
礎
を
見
直
し
た
り
、
細
か
い
部
分
の
練

習
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
実
践
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
復
帰
し
た
時
に
、
ケ
ガ
前
よ
り
さ
ら
に
強
い
自

分
に
な
れ
る
よ
う
、
体
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

▪ 
練
習
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
強
さ
の
秘
訣

試
合
前
に
は
、
良
い
演
技
を
し
て
い
る
自
分
を
頭
の
中
で

イ
メ
ー
ジ
し
て
か
ら
試
合
に
臨
む
よ
う
に
と
、
ロ
シ
ア
の
コ
ー

チ
に
教
わ
り
、
毎
回
そ
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

失
敗
し
た
く
な
い
気
持
ち
が
強
過
ぎ
る
と
緊
張
し
て
体
も

表
情
も
固
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
試
合
を
楽
し
め
た
時
の

方
が
、
の
び
の
び
と
し
た
良
い
演
技
が
で
き
ま
す
。
心
も
技

も
、
強
く
な
る
た
め
に
特
別
な
秘
訣
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
自
分
が
納
得
す
る
ま
で
ひ
た
す
ら
練
習
し
、

そ
れ
が
試
合
で
成
功
し
て
、
さ
ら
に
磨
い
て
自
信
を
つ
け
る
、

積
み
重
ね
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
の
は
誰
に
で
も
必
ず
巡
っ
て
く
る

け
れ
ど
、
い
つ
や
っ
て
く
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
チ
ャ

ン
ス
が
来
た
時
に
自
分
の
力
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め
に
も
、

毎
日
の
練
習
の
積
み
重
ね
が
、何
よ
り
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▪ 

東
京
五
輪
で
心
か
ら
の
感
動
を
届
け
た
い

昨
年
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
だ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
日
本
代
表

と
し
て
結
果
を
求
め
ら
れ
る
試
合
で
す
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
し
た
が
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
。

リ
オ
の
会
場
ま
で
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
日
本
の
応
援
団
の

方
た
ち
の
声
援
が
す
ご
く
心
強
か
っ
た
で
す
し
、
夢
だ
っ
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
に
立
て
て
い
る
ん
だ
と
い
う
喜
び
で
一
杯

で
し
た
。

結
果
は
16
位
で
決
勝
進
出
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
緊

張
は
あ
っ
て
も
ガ
チ
ガ
チ
に
は
な
ら
ず
、
今
の
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
出
す
こ
と
は
で
き
ま
し
た
。
4
年
後

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
最
高
の
演
技
を
す
る
た
め
に
、
素

晴
ら
し
い
経
験
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
の
一
番
の
目
標
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を

と
る
こ
と
で
す
！

新
体
操
は
音
楽
と
一
体
と
な
り
な
が
ら
踊
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、

体
の
美
し
さ
、
動
き
の
美
し
さ
が
魅
力
の
芸
術
的
な
要
素
の

大
き
い
競
技
で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
結
果
を
出
す

だ
け
で
な
く
、
観
客
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
動
し
て
も
ら
え

る
演
技
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

応募方法は、医師会インフォメーション
をご覧ください。

サイン色紙…… 3 名様

読者プレゼント

■ 皆川 夏穂（みながわ かほ）：【生年月日】1997年
8月20日 【出身地】千葉県 【所属】イオン新体操ク
ラブ 【優勝歴】全国中学校総合体育大会 2連覇 ・
全日本ジュニア選手権 2連覇 ・全日本新体操クラ
ブ選手権 クラブ対抗優勝、個人総合優勝 【趣味&
リフレッシュ法】三代目 J Soul BrothersのPVやラ
イブ映像を観ること。
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赤ちゃんの嘔吐
千葉県小児科医会　村

むらまつ

松 俊
としのり

範 医師

受診するべきかどうか迷ったら

毎日夜7:00~翌朝6:00
※相談は無料ですが、通話料はご負担いただきます。

ダイヤル回線・IP 電話・光電話・銚子市からは

☎043（242）9939

　赤ちゃんが吐くことは、しばしばあります。

そのほとんどは胃からの逆流や飲みすぎによる

もので、成長とともに改善してくるのですが、中

には危険な嘔吐や緊急性の高い嘔吐もあり、注

意が必要です。ここでは危険な嘔吐を見分ける

ためのポイントについて述べたいと思います。

▶️吐物の色に注意
　吐いた場合、吐物の色をよく観察しましょう。

黄色や緑色の嘔吐は胆汁の色であり、生後間

もない赤ちゃんの場合は先天性の腸の閉鎖や

狭窄が疑われます。 腸回転異常症のように、

緊急性が高く速やかに手術をしないと腸の大

部分が壊死してしまう危険な疾患もあり、迅速

な対応が必要です。

　赤や黒の嘔吐の場合は、胃からの出血の可

能性があるため、やはり速やかに病院を受診

する必要があります。

　透明な色や、ミルクかすの色の場合は、色

自体は心配ありませんので、次のチェックポイ

ントに行きましょう。

▶嘔吐の量と回数に注意
　通常の嘔吐の場合、飲んだものの一部を嘔

吐するだけであり、回数も哺乳回数の半分以

下のことが多いはずです。飲んだものを毎回

のようにほとんど吐いてしまう場合は、受診が

必要です。特に今までは少なかった嘔吐が急

に量も回数も増えてきた場合は、肥
ひこ う せ い ゆ う も ん

厚性幽門

狭
きょうさくしょう

窄症などが考えられますので、速やかに受

診するようにしましょう。

▶体重増加を観察しましょう
　体重増加が得られているかどうかは重要な

チェックポイントです。嘔吐で小児科を受診し

た場合は体重を測ると思いますが、今までと

の比較が大切です。母子手帳を忘れずに持参

するようにしましょう。

▶赤ちゃんの様子を観察しましょう
　危険な嘔吐の場合、ほとんどの赤ちゃんは

ぐったりしたり機嫌が悪かったりするものです。

顔色も悪く、おなかの張りが強くなることもあ

ります。実はこの「いつもと違う様子」に気づく

ことが最も大切なのですが、生後間もないと

なかなか難しいかもしれません。普段から赤

ちゃんに話しかけながら、「今日のご機嫌はどう

かな」と観察していることで、変

化に気付きやすくなります。「いつ

もと違う」と感じたら、かかりつ

け医に相談すると良いでしょう。
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千葉 県健 康福 祉部C H I B A  I N F  O R M A T I O N

一人でも多くの方の命を救うために
「千葉県AEDの使用及び心肺蘇生法の実施の促進に関する条例」

が制定されました

　千葉県では平成28年10月、心肺機能停止者の救命率向上

へ向けAED（自動体外式除細動器）の活用を促すため、「千葉

県AED の使用及び心肺蘇生法の実施の促進に関する条例」

（県AED条例）を制定し、平成29年4月1日から施行されます。

　AED は救命率の上昇だけでなく、後遺症の軽減や早期の

社会復帰に効果があるとされています。 県民によりAED を

使用した心肺蘇生法が実施された場合は、実施されなかっ

た場合に比べて1カ月後の生存率が約4倍、社会復帰率が約7倍でした（平成27年）。

　しかし、現場に居合わせた一般県民のAED の使用率は全国的に低く（平成27年全国4.5%、

県5.0%）、その向上が課題となっています。

　県AED 条例は、AED及び心肺蘇生法に関する知識・技能を習得した県民を増やし、躊
ちゅうちょ

躇することな

く心肺蘇生法を実施し、AEDを使用することができる環境をつくることで、一人でも多くの要救助者の

救命・後遺症の軽減を目的としています。

　条例で定める主な内容は、①計画の策定及びその実施、②学校における実習等の実施、③普及

啓発月間の設定・事業実施、④AED に関する情報の提供・公表、⑤訴訟費用の貸付・返還免除です。

　いざというときに自信を持って心肺蘇生法を実施し、AED を使用することができるように、応急手

当の講習を受講しましょう。

　また、AED 設置者の皆様は、いつでもAED を使用できるように、日常的に点検を行い、消耗品（パッ

ドやバッテリー）を適切に交換してください。

▶ 応急手当講習会の実施場所

　各消防局、消防本部で実施しています。お住まいの市町村の消防にお問い合わせください。

お問い合わせ　千葉県健康福祉部医療整備課　TEL 043（223）3879

平成 29 年 4 月1日から施行
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C H I B A  I N F  O R M A T I O N千葉 県インフォメーション

お子様の予防接種はお済みですか?
　千葉県内の市町村では、
予防接種法に基づき、右
記の予防接種を行ってい
ます。
　対象年齢のお子様は無料
で接種できますので、接種
状況を母子健康手帳で確認
し、接種してない場合は早
めに受けましょう。
　詳しくは、お住まいの市
町村にお問い合わせくだ
さい。

お問い合わせ　千葉県健康福祉部疾病対策課　TEL 043-223-2691

献血に協力をお願いします

　毎年冬場から春先は、インフルエン
ザの流行や花粉症の発症、天候不順
などで献血者が減少し、深刻な血液不
足になる恐れがあります。また、県内
の10代から30代の献血者数は、ここ
数年減少しており、厚生労働省のシミュ
レーションでは平成39年には献血者
が全国で85万人不足すると推計され、
安全な血液製剤の供給に支障をきたす
ことが懸念されております。
　県民の皆様には、安全な血液製剤
を安定的に供給するために、献血にご
協力をよろしくお願いいたします。

▶  献血バスの案内
○千葉県赤十字血液センターのホームページでご確認ください。
　パソコン:http://www.chiba.bc.jrc.or.jp/　携帯電話:http://mwmw.net/chiba-bc 

▶ お願い
○複数回献血（年2回以上の献血）にご協力をお願いします。
○安全性の高い血液の確保のため、成分献血と400mL 献血にご協力をお願いします。

お問い合わせ　○千葉県赤十字血液センター	 TEL 047-457-0711
	 ○千葉県健康福祉部薬務課	 TEL 043-223-2614

定期予防接種（こどもを対象としたもの）
予防接種名 対象年齢 回数

ジフテリア・百日せき・破傷風・
ポリオ

1期 生後3か月以上、7歳6か月未満 4回
2期 11歳以上、13歳未満 1回

麻しん・風しん
1期 1歳以上、2歳未満 1回
2期 5歳以上、7歳未満で小学校入学前の1年間 1回

日本脳炎＊1
1期 生後6か月以上、7歳6か月未満 3回
2期 9歳以上、13歳未満 1回

結核（BCG） 1歳未満 1回
小児の肺炎球菌感染症 生後2か月以上、5歳未満 4回＊2

ヒブ感染症 生後2か月以上、5歳未満 4回＊2

ヒトパピローマウイルス感染症
＊積極的な勧奨は行っていません。 小学6年から高校1年 3回

水痘 1歳以上、3歳未満 2回

B型肝炎＊3 1歳未満
(平成28年4月1日以降に生まれた者) 3回

＊1	 日本脳炎の対象は、特例（平成7年4月2日〜平成19年4月1日、20歳未満）があります。特例対象に該
当するかは市町村にお尋ねください。

＊2	 初回接種の開始が生後2か月以上、7か月未満の場合は4回接種。初回接種の開始が生後7か月以上の
場合は開始年数により1〜3回接種。

＊3	 母子感染予防でB型肝炎ワクチンの接種を受ける場合は、定期接種としてではなく、健康保険で受けます。

献血ルームの案内
献血ルーム名称 受付時間 定休日

モノレールちば駅献血ルーム
（モノレールちば駅構内）

成分献血
10:00〜12:00
14:00〜17:00

400mL（200mL）献血
10:00〜13:00
14:00〜17:30

年末年始

津田沼献血ルーム
（JR 津田沼駅北口パルコB 館6F）

柏献血ルーム
（榎本ビル5F）

松戸献血ルームPure
（JR 松戸駅西口松戸ビル1F）

献血ルームフェイス
（JR 船橋駅南口Face ビル7F）

運転免許センター献血ルーム
（千葉運転免許センター内）

400mL（200mL）献血
9:00〜13:00
14:00〜16:30

（日曜日は16:10まで）

土曜日・祝日
年末年始

＊	献血ルームでは骨髄バンクのドナー登録も行えますので、登録への御協力もお願いします。
登録いただける場合は、献血受付時にお声かけください。
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千葉県こども病院　安
あんどう

藤 咲
さき

穂
ほ

 医師

児
童
虐
待
は
子
ど
も
に
ど
ん
な
影
響
を
残
す
の
で
し
ょ

う
。前

回
、
児
童
虐
待
は
身
体
的
虐
待
、
性
的
虐
待
、
ネ
グ

レ
ク
ト
、
心
理
的
虐
待
の
4
つ
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
、
こ

れ
ら
は
単
独
で
生
じ
る
こ
と
は
稀ま
れ

で
複
数
が
混
在
し
て
い

る
場
合
が
多
い
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。
虐
待
に
よ
る
影
響

も
ま
た
、
身
体
的
、
心
理
的
、
そ
し
て
社
会
的
影
響
と
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

身
体
的
影
響
で
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
外
傷（
怪
我
）で
す
。

あ
ざ
や
傷
な
ど
の
皮
膚
損
傷
、
骨
折
、
筋
肉
の
挫
滅
、
内

蔵
破
裂
な
ど
の
深
部
損
傷
、
頭
部
の
場
合
は
脳
損
傷
に
な

り
ま
す
。
損
傷
が
著
し
い
と
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
で
な
く
て
も
後
遺
症
を
残
し
ま
す
。
特
に
脳
損

傷
で
は
、
体
を
動
か
す
機
能
の
ほ
か
知
能
や
性
格
と
い
っ
た

「
そ
の
子
ら
し
さ
」
に
関
わ
る
発
達
過
程
に
大
き
な
影
響

を
残
す
の
で
す
。
外
傷
以
外
で
は
、
ネ
グ
レ
ク
ト
に
よ
る

低
身
長
、
不
衛
生
に
基
づ
く
様
々
な
病
気
、
特
に
虫
歯
は

頻
度
の
高
い
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
は
し
か
し
、
比
較
的
見
て
分
か
り
や
す
い
分
、

手
を
打
ち
や
す
い
の
で
す
が
、
よ
り
深
刻
な
の
は
目
に
見

え
な
い
心
理
的
影
響
で
す
。

こころの健康

その２　児童虐待の影響

こどもの心と大人の社会

子
ど
も
は
、
親
の
保
護
の
も
と
で
大
切
に
扱
わ
れ
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
で
、
基
本
的
信
頼
感
（
世
の
中
へ
の
安

心
と
信
頼
の
感
覚
）
と
自
尊
心
（
自
分
を
大
切
に
思
う
心
）

を
身
に
つ
け
ま
す
。
し
か
し
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
に
は

こ
れ
ら
が
育
ち
ま
せ
ん
。
基
本
的
信
頼
感
が
低
い
と
、
い

つ
も
周
囲
を
う
か
が
っ
て
び
く
び
く
し
不
安
や
う
つ
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
他
者
と
の
絆
を
深
め
ら
れ
ず
、
離
婚
や

非
行
、
犯
罪
の
危
険
も
高
ま
り
ま
す
。
自
尊
心
が
低
い
場

合
は
、
健
康
管
理
が
悪
く
生
活
習
慣
病
が
増
え
ま
す
。
頑

張
り
が
き
か
な
い
の
で
学
業
成
績
は
ふ
る
わ
ず
、
離
職
率

も
高
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ
身
を
危
険
に
さ
ら
す

行
動
も
増
え
、
喧
嘩
、
ド
ラ
ッ
グ
、
危
険
な
性
行
為
、
交

通
事
故
、
自
傷
、
自
殺
の
原
因
に
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
後
々
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
重
く
社
会

に
の
し
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
最
前
線
の

現
場
で
は
死
に
直
面
し
た
ケ
ー
ス
を
救
い
上
げ
る
の
に
精

一
杯
で
、
心
理
社
会
的
影
響
へ
の
予
防
と
対
応
は
後
手
後

手
の
感
が
否
め
ま
せ
ん
。
充
分
な
検
討
が
望
ま
れ
ま
す
。

次
回
、「
そ
の
3 

親
の
精
神
障
害
と
虐
待
」
に
続
き
ま
す
。
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月
経
前
症
候
群
と

そ
の
緩
和
方
法
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

月
経
前
症
候
群
と
は

　

月
経
前
症
候
群
と
は
月
経
（
生
理
）前
３
～

10
日
間
に
起
こ
る
心
と
体
の
様
々
な
不
調
の

こ
と
で
、
月
経
が
来
る
と
症
状
が
軽
く
な
っ

た
り
無
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
症
状

や
程
度
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
日
常
生
活
に

支
障
が
出
る
場
合
は
、
治
療
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

原
因
・
診
断
に
つ
い
て

　

原
因
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ

ン
（
黄
体
ホ
ル
モ
ン
）
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど

が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
は
っ
き
り
と
し

た
原
因
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

診
断
の
基
準
と
し
て
は
、
身
体
的
症
状
が

月
経
前
に
周
期
的
に
出
現
し
、
か
つ
他
の
疾

患
で
は
な
い
も
の
で
す
。

千
葉
県
医
師
会
編
集
広
報
委
員
長

岩い
わ
さ
き崎 

秀ひ
で
あ
き昭 

医
師

治
療
に
つ
い
て

　

治
療
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
生
活
指
導
、

薬
物
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
生
活
指
導

で
は
、
症
状
を
記
載
し
疾
患
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
「
認
知
療
法
」
や
、「
規
則
正
し
い
生

活
・
睡
眠
・
運
動
を
促
す
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
軽
症
の
場
合
の
対
症
療
法
と
し
て
、

精
神
安
定
剤
・
利
尿
剤
・
鎮
痛
剤
な
ど
を
用

い
る
場
合
も
あ
り
、
漢
方
薬
（
当と

う
き帰
芍し

ゃ
く
や
く薬
散さ

ん

・

桂け
い
し
ぶ
く
り
ょ
う
が
ん

枝
茯
苓
丸
な
ど
）も
よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

根
本
的
な
治
療
が
必
要
な
場
合
は
、
選
択

的
セ
ロ
ト
ニ
ン
再
取
り
込
み
阻
害
薬
（
Ｓ
Ｓ

Ｒ
Ｉ
）
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
経
口
避

妊
薬
（
Ｏ
Ｃ
）
な
ど

の
低
用
量
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
・
プ
ロ
ゲ
ス
テ

ロ
ン
配
合
薬
も
身

体
的
症
状
改
善
の

た
め
に
は
有
用
な

薬
剤
で
す
。

月経前症候群診断基準

身体的症状 乳房痛・腹部緊満感・頭痛・手足のむく
みなど。

精神的症状 抑うつ・怒り・いらだち・不安・ネガティ
ブ思考・混乱・引きこもりなど。

診断基準

過去3か月間以上連続して、月経前5日
間に上記の症状が1つ以上存在する。
また、その症状が月経開始後4日以内
に消失し、13日までに出現しない。
症状が他の原因によらない。

月経前症候群の薬物療法
症状 作用

腹部痛、頭痛 鎮痛剤
むくみ 利尿剤
不安 精神安定剤

身体的症状 経口避妊薬
うつ状態 SSRI

月
経
前
症
候
群
に
つ
い
て

病気や医療に関する質問を受付けております。
P.19「ミレニアム読者コミュニケーションカード」４.にご記入ください。
※個別の病気につきましてのご質問には応じかねますので、ご了承ください。17



材 料 （2人分）

キャベツ…………………………… 200ｇ
バター…………………………………10ｇ
薄力粉………………………… 大さじ３
牛乳……………………………… 300cc
ホタテ貝柱缶………………………… １缶
塩	 …………………………小さじ1／2

つくり方

①	 キャベツはざく切りにする。

②	 フライパンにバターを熱し、①のキャ
ベツを炒める。

③	 キャベツがしんなりしたら、小麦粉
をまぶして、ダマにならないように
炒め合わせる。

④	 ホタテ缶（汁ごと）と牛乳を入れて、
絶えず混ぜながら弱火でとろみがつ
くまで煮込む。

おいしいキャベツの選び方

・	持ってみて重量感があり、緑色で新鮮
なものを選びましょう。

・	春キャベツは、主に春から６月頃に
出荷され、形が丸くて、巻き方が緩く、
葉は柔らかくてみずみずしいもの。

・	冬（寒玉）キャベツは、主に秋から初
春に出荷され、形が楕円で葉の間に
は隙間がなく、葉は硬くて厚いもの。

春キャベツと冬キャベツの
おすすめ調理方法

・	春キャベツは、水分が多く甘味があっ
て、サラダ等の生食、浅漬けや一夜
漬けに最適です。

・	冬（寒玉）キャベツは身が締まってい
るので、炒め物や煮物にも向きます。

キャベツのクリーム煮

キャベツをクリームでとろとろに煮た、
シチューのようなおかずのような。

キャベツの主な産地
銚子市・旭市・野田市

千葉県産旬の恵みを上手に使って楽しくヘルシーな毎日を
ウェブサイト「教えてちばの恵み」では”ちばの食材”を使ったレシピを多数掲載しています。
http://www.pref.chiba.lg.jp/ryuhan/pbmgm/index.html

ちばの食材
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テーマ採用
プレゼントについて

1

名前・住所などが
内側になるように

今後とも、できるだけ多くの皆さまの
ご希望にお応えしてまいります。
たくさんのご応募お待ちいたしてお
ります。

封書の投函方法

折りまげる

投函部分を
切り離す

2

3 方をテープで留めてください。

3

〒

4

恐れ入りますが、
82円切手を貼って
投函してください。

テーマが採用された方は、
ドク太＆ナーピーの図書
カードを差し上げます。

※絵柄は変更の場
合がございます。

※同テーマで応募多数の場合は、抽選とさ
せていただきます。

り谷　　折　　

ミレニアム読者コミュニケーションカード

］
1. 何号をご覧になりましたか？
［　　　　　　号］

2. 読者プレゼント希望
［品名：

］

お　名　前

（ふりが な）

1. 男

齢年　　　

2. 女

〒
ご　住　所

Ｔ　Ｅ　Ｌ F　A　X

本誌
入手先

バック 希望号数と冊数

3. この号で特に興味を持った、印象に残ったページは？

4. 取りあげてほしいテーマはありますか？

5. 間違い探しクイズの答え （クイズに応募する方はご記入下さい）
［

6. 本誌に関するご意見・ご感想 他

ナンバー
希望

10歳未満・10 代・20 代・30 代・40 代・50 代・60 代・70 代・80歳以上

※個別の病気につきましてのご質問には応じかねますので、ご了承ください。

※バックナンバーをご希望の場合は、裏表紙・P.20をご覧ください。

テープ止め部分



※詳細は、千葉県医師会広報課までお尋ねください。

の時間が延長されました！
受診するべきかどうか迷ったら

山 り　　折　　

広報課　行

2 6 0 6

千葉市中央区千葉港 4-1 

（公社）千葉県医師会　

0 0 2

◎個人情報保護のためお送りいただいた封筒などは（公社）千葉県医師会が保管し、連絡の目的以外に使用することはありません。

※お届けは、送料のみご負担頂きます。

バックナンバーをお届けします！
お申込み詳細は、医師会インフォメーションをご覧ください。

ミレニアム設置場所（千葉県内）

82円切手
を貼って
ください

千葉県医師会ホームページでも内容をご確認いただけます。 
URL：http://www.chiba.med.or.jp/

お手持ちの
ハガキでも
OK だよ～。

この用紙には
82円切手を
貼ってね。

ミレニアムへの
ご意見ご感想を
お寄せください。

 
地区医師会、千葉県医師会会員の診療所・病院、
県立・国立病院、市町村役所、出先機関（健康
福祉センター）、ちば県民保健予防財団、保健
所（船橋市、柏市）、地域保健センター（鴨川、
八日市場）、県立高校、特別支援学校、県立図書
館（中央・西部・東部）、県立博物館（中央・関
宿城）、県立柏の葉公園管理事務所、さわやか
ちば県民プラザ（普及課）、手賀沼親水広場水の
館、流山運転免許センター、富里市立図書館、
県立青葉の森公園緑の相談所、千葉西部病勢
センター、地域振興事務所、ほか

＊お手持ちのハガキ、もしくはこの
紙面に記入しお送りください。
なお、お手持ちのハガキをご利用
の場合は、１～ 6 までの質問に
お答えください。
（※クイズは参加する方のみ）

毎日夜7:00~翌朝6:00毎日夜7:00~翌朝6:00
※相談は無料ですが、通話料はご負担いただきます。

ダイヤル回線・IP 電話・光電話・銚子市からは

☎043（242）9939

お知らせ

うれしい
お知らせだ
ピッ！

50 号
（2014 秋号） 

「誤解や偏見はNG! 正しく知りたいウイルス性肝炎」／「あなたは足を靴に合わせま
すか？」／「好奇心よ、さようなら。タバコの正体を知って罠に落ちない毎日を！！」／他

< がん特集 >「生きるために、がんを知ろう！」／「運動しないと免疫はどうな
る？～運動で免疫アップしよう～」／「小児がんについて」／他

49 号
（2014 夏号） 

51号
（2014 冬号）

「“健康寿命”最大の敵！ロコモティブシンドロームを防ごう！」／「秋からはじ
めるプチ運動！ロコモ対策運動」／「痩せたい！と思う人に伝えたいこと」／他



 

インフォメーション

「かかりつけ医」を持ちましょう 『かかりつけ医』は病気のときだけではなく、予防や健康管

理について適切なアドバイスをしてくれる、身近な開業医

です。 多くの専門医療のネットワークを持ち、治療の道し

るべをつけてくれる頼れる味方です。「かかりつけ医」は身近なナビゲーター

自己診断より、すぐ相談

正解者の中から抽選で 5 名様に
ドク太&ナーピーのグッズをプレゼント!
P. 19の質問の答えをご記入の上、お手持ちのハガキまたは封書でご応募く
ださい。

ヒント:答えは5つ
※	印刷のヨゴレ・カスレは含まれ
ません

［応募方法］お手持ちのハガキまたは封書でP. 19の質問の答えを必ず記載し、

千葉県医師会「皆川夏穂さん読者プレゼント係」までお送りください。

新体操選手 皆川夏穂さん 読者プレゼント抽選
3名様

※ 当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。※平成29年5月31日着分まで有効。

※ 当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。※平成29年5月31日着分まで有効。

今回のオリジナルグッズは
メモ帳 & クリアファイル

ドク太&ナーピーの間違い探しクイズ
左右の絵で違っている箇所が5箇所あります。右のブロックに当てはめ、記号でお答えください。

ミレニアム 通巻第 60 号 2017年 3月10日発行 公益社団法人 千葉県医師会 〒260-0026 千葉市中央区千葉港 4-1
連絡先　電話 043-242-4271（代）　FAX 043-246-3142　Eメール kouhou@office-cma.or.jp

ホームページ http://www.chiba.med.or.jp

編集・印刷/株式会社 集賛舎

◎	個人情報保護のため、お送りいただいたハガキなどは（公社）千葉県
医師会が保管し、連絡の目的以外に使用することはありません。

ミレニアム
定期購読のご案内

本誌は年間4回の発行です。定期購読を希望される方は送料のみご負担ください。
送料は年間560円です。郵便切手（140円×4枚）を同封のうえ、郵便番号・住所・氏名・
電話番号・購読開始号を必ずご記入のうえ、千葉県医師会広報課あてにお申し込みく
ださい。

お申込み・お問合せは下記の連絡先 広報課まで 

前号の答え
D・E・F・J・L

サイン色紙……………… 3 名様
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ミレニアムからのお知らせ ぜひご活用ください！！
千葉県医師会では、県民の
みなさまの健康増進と病気
予防のために、毎号テーマを
かえて「ミレニアム」を�発行し
ています。

過去の号にも、病気や健康に関する様々なテーマを掲載しておりますので、ぜひご活用いただきた
いと思います。ひとりでも多くのみなさまが、健康に過ごせますように。

※お届けは、送料のみご負担いただきます。バックナンバーをお届けします！

59 号
2016 
冬号

特集「今年こそ、肌荒れ知らず♪ 冬の皮膚トラブ
ル」／スポーツコーナー「緊張している体を解放す
るには」／新風「帯状疱疹予防のワクチン接種」／
マナボっと「守ろう、自分の足！成長期の足と、く
つ選びについて知ろう」／こども相談室「『小児科
と耳鼻科』受診科に迷ったら」／ほか

58 号
2016 
秋号

特集「あなたの肺は大丈夫？ 肺の生活習慣病
『COPD』を知ろう！」／スポーツコーナー「中高年
のスポーツ再デビューにおける注意点」／マナボっ
と「気になるフケの正体を知ろう！」／こども相談室
「こどもの急性腎盂腎炎について」／ほか

57 号
2016
夏号

特集「逆流性食道炎とそれに似た症状がある病気」
／スポーツコーナー「その座り方、恐怖の落下傘
座りでは？」／マナボっと「地域みんなで助け合い！ 
認知症を知ろう」／こども相談室「突発性発疹につ
いて」／ほか

56 号
2016
春号

特集「“第二の心臓”足に気配りを！～下肢静脈	
瘤～」／スポーツコーナー「朝ストレッチのすす
め～体内時計を活性化しよう～」／ミレニアム通信
「健康診断結果表の見方」／マナボっと「生活習慣
と病気」／ほか

55 号
2015
冬号

特集「ドキドキッ！ これって不整脈？」／新風「スギ
花粉症の最新治療 舌下免疫療法」／マナボっと「音
楽大好き♪ ゲーム大好きなみなさんへ　耳に愛
情！ ヘッドホン難聴にならないために」／ほか

54 号
2015
秋号

特集「何度でも復習しておきたい！ 正しい応急手
当を学ぼう♪」／新風「原因不明の不調から心も
体も救う漢方の知恵」／マナボっと「成長期のみ
なさんに警告！　使い方次第で悪者に変身するス
マートフォン」／ほか

53 号
2015
夏号

特集「ご存じですか？ 痛いだけじゃない痛風の怖
さ」／スポーツコーナー「こむら返りの予防方法」
／マナボっと「危険ドラッグ・薬物ってなに？」／こ
ども相談室「伝染性軟属腫（水いぼ）について／	
ほか

52 号
2015
 春号

特集「知ってはいるが、実はあまりわかっていな
い自律神経失調症」／スポーツコーナー「春です！ 
ラクラク呼吸でストレッチ＆ウォーキングしません
か？」／マナボっと「思春期の貧血について（鉄欠
乏性貧血）」／Ｑ＆Ａ「なぜ予防接種をしなくては
いけないの？」／ほか

バックナンバーのお申込方法

郵便番号・住所・氏名・電話番号・希望号数・冊数
をご記入の上、送料分の切手と一緒に封書で千
葉県医師会広報課までお送りください。 ☆	他冊数送料は広報課

までお尋ねください。

冊数 送料
1冊 140円
2冊 205円

3〜4冊 250円
5〜9冊 400円

〒260-0026 千葉市中央区千葉港 4-1　公益社団法人 千葉県医師会 広報課
◎ 個人情報保護のためお送りいただいたハガキなどは（公社）千葉県医師会が保管し、連絡の目的以外に使用することはありません。

ホームページ http://www.chiba.med.or.jp


